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手
賀
沼
や
利
摂
m
m
w水
質
沼
濁
の
防
誌
や
議

活
隅
刷
機
の
向
上
は
大
念
日
枯
役
割
を
黒
悲
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

せ
、
舎
苦
と
次
回
古
の

2
翻
は
分
け
て
、
「
シ
リ

i
ズ
ポ
水
道
」

を
お
送
り
し
一
訴
す
。
合
臨
は
、
公
共
下
以
躍
の
綴
饗
と
水
洗
便

所
へ
の
改
溜
機
金
貨
伶
制
度
改
誌
の
都
知
ら
せ
。
次
回
古
で
は
、

市
内
の
公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
範
囲
そ
地
闘
で
…
訴
し
棋

が
ら
、
合
後
の
齢
制
覇
や
下
水
灘
へ
の
接
続
の
一
刀
法
松
ど
に
も

お

れ

て

い

き

ま

す

。

お

下

水

趨

諜

H
H

8
月
4
1
巳
〈
木
〉
か
ら
人
事
諜
で
受
け
付
け

我
孫
子
市
で
は
、
平
成
4
年
4

月
1
臼
採
用
予
定
者
を
次
の
と
お

露
宴
者
の
麗
沼

山
静
に
附
附
す
る
法
掛
悼
の
継
い
留
は
基
づ

き
、
下
表
に
よ
る
受
験
資
格
に
加

え
て
次
の
撚
件
を
瀦
た
す
占
体
隙

市
営
者
め
方
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

φ
鼠
カ
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
介
護
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可

能
な
者

争
語
学
印
刷
文
は
よ
る
出
越
は
対

m
y身
体
拝
堂
両
者
手
脱
の
交
付
会
受

け
て
い
る
者

V
受
付
期
間

8
R
1
日
か
ら
ロ

g
ま
で
の
午
前
9
持
か
ら
午
後
4

時
(
0
0

月
3
日
は
正
午
ま
で
、

4

図、

mwg、
江
口
M

は
除
く
)
。
市
役

所
人
事
擁
へ
関
係
鶴
瓶
を
持
容
し

た
者
に
賊
り
受
け
付
け
ま
す
。

V
探
耕
一
手
続
試
験
申
込
識
は
、

人
事
誕
で
交
付
し
中
小
す
。
希
望
者

は
、
申
込
鳴
門
い
必
弾
事
項
を
自
分

で
記
入
し
、
写
瓦
2
枚
(
ラ
イ
カ

判
、
ょ
や
身
無
糧
で
綾
近
6
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
申
込
書

及
び
受
験
諜
の
所
定
め
往
誌
に
ノ

リ
付
け
て
事
業
(
見
込
)
証
明
畿

と
成
総
証
明
盤
(
最
終
学
麗
〉
各
1

過
合
協
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
健
婚
、
議
灘
摘
、
理
学

寮
法
士
及
び
向
同
助
率
運
転
手
を
受

下
水
道
普
及
率

叩
パ
ー
セ
ン
ト
台
は

4
T
m
以
沼
を
シ
ン
ボ
ル
は
し
て
い

る
殺
孫
子
市
は
と
っ
て
、
濯
の
浄

佑
は
大
島
ぜ
な
訟
魁
で
す
。
そ
め
た

め
心
、
手
災
沼
を
流
域
と
す
る
市

町
と
協
力
し
て
、
也
ぜ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
α

ザ
ヂ
災
繍
流
械
関
連
公
共
下
氷
山
崎

都
議
ら
そ
の
中
の
一
つ
。
こ
の
事

識
は
、
我
孫
子
市
を
は
じ
め
、
沼
流

域
の

5
市
3
綜
と
践
の
協
力
で
下

水

道

の

揺

さ

誌

に

進

め

て

い
く
も
の
で
す
。

下
水
道
は
、
生
活
環
械
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、
沼
の
水
質
汚
浅
の

大
き
な
原
臨
で
あ
る
生
活
雑
排
水

を
処
粗
し
、
利
綴
山
川
に
故
流
。
沼
の

締
結
に
も
大
き
な
投
総
会
桑
た
す

も
の
で
す
。

市
で
も
、
公
兆
下
水
道
事
業
を

活
一
点
施
鍛
の
一
つ
と
し
て
、
下
水

一
地
計
一
山
部
松
を
2
3
1
7
ヘ
ク
タ

験
す
る
者
は
、
免
許
の
苓
し
を
、
即
時

母
又
は
生
活
指
導
気
を
受
験
す
る

殺
は
、
資
機
(
取
得
見
込
)
会
粧
す

る
縫
矧
(
た
だ
し
、
成
総
統
明
掛
に

よ
り
雑
認
で
ち
る
場
合
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
〉
令
部
付
し
て
く
だ
さ

〈
漁
〉
岱
乎
続
き
に
は
、
印
鍛
が
必

裂
で
す
②
申
込
線
と
受
験
惑
は
切

り
は
な
さ
な
い
こ
と
窃
身
体
障
害

者
の
方
は
、
申
込
時
に
身
体
路
答

者
手
級
品
ぢ
持
参
す
る
こ
と

V
拭
験

R

8
月
初
段
{
門
悶
〉

V
試
験
会
場
裁
判
郁
子
中
学
校

V
問
い
合
わ
せ
人
事
課
岱
(
郎
〉

1
1
1
1内
棉
2
0
8

ノ

!
ル
、
計
一
路
処
理

人
口
を
凶
万
4
0

0
0
人
と
し
て
都

業
を
進
め
て
い
ま

くみ取り{更涜

40万間以内 |20万円以内

浄化槽

ヴ，

a
n
b
q
L

ヘ
ク
タ
;
ル
が
盤

備
さ
れ
、
全
市
人

口
か
ら
見
る
と
約
お
パ
ー
セ
ン
ト

(
普
及
山
中
)
の
方
が
下
水
道
合
悦

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
光
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
今
後
も
務
及
率
1
0
0
パ

ー
セ
ン
ト
を
図
指
し
、
計
閥
的
に

一
帯
携
を
潜
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
下
水
遊
が
整

備
さ
れ
た
霞
械
で
も
、
利
鰐
さ
れ

な
け
れ
ば
公
共
下
水
道
一
争
議
の

g

的
や
効
飛
を
上
げ
る
こ
と
は
で
急

ま
せ
ん
。
自
然
環
犠
を
ん
す
り
、
快
適

で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
は
も
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
裂
で
す
。

50か月以内 40か足以内

の月払い ;の月払い

hv
改
正
さ
れ
た
貸
付
金
制
度

糊予定数 j 受 験 資 総

J9 !泌 紛糾 4HZ日山間4HIEl仰向で
男 l 学援を以liつない。

1;:: s吾手045年 4月2日から滋務総年 4}j 1日生まれの務で

;学涯を問わないしい、

H昭喜和3お8正年f.4}月n沼金か、らz紹富和4必5正年手 4}月H 沼5ゑ主まれでで干ミ等字引肝l'門3勺守ゲ! 

器総i位t綴を終了し丈たこ毛議翁器普，J.汲立ぴ玉平F成 4-"年手 3}月ヨね3幻1筏までで?に終了見

込みの若毅雪

総季語38~4 月 2 日から i 選手045年 4 }j 1自主主まれで泰子守

淡車業を終了した者及び王子草案4王手3月31日までに終了見

込みのおro

"5和34年 4R 2 Elから沼和45年 4)司 1El主主まれで免自午

を手了する者及(}'3子/JX;4if-3月31臼までに免許取得見込

みの者.

B選手034王手4J'1Z日から昭和47王手4}j 1日生まれでぎもま午

女!をおする若言及び平成4年 3Jl318までに免鉾耳量得見込

ふみの者。

滋和34王手 4}j2おから昭和46年 4)ヲ 1B生まれで免除

を有する若言及び不足立4年 3Jl318までに免許取得見込

みの者。

日話季語36年4月2日からH選手047王手4月1B ~主まれで笈・ j 

火本(Yl，込)以上司?心議長令系・教育学高足場技会学系を

絡めた4号、日向校卒以上で2王手以上総宇11湾総務?の総主1:1こ|
泌するぶ若宮iこ従事した翁〉えは紛争ド薄弱者(7)iI!五三絞i淡に!

関し相g告の命記事主主主滋を宥すると総められる者. (宅士会

綴社主毛与のまを絡をヰまする者2えぴ王子O;4正予3月31日まc'
;こ炎絡耳元手写Jllふみの者を会主r.) 

Ui3季語38~4 月 2 日から誌選手D47王手 4 月 l 悶主主まれで炎務

を殺する者及び平成品正予 3Jl31日までにま芝絡l部卒見込 i
み の様。!

昭和41王手4Jl2BからU1H日49王手4fj1 8主主まれのままで

学獲を総かないa

Ufcj手1138王手4Jヲ 2Elから昭和49王手 4J'l 1日生まれのおで;

学君愛針路わない。 I

側昨4 月 2 段からlli3fU49~ 4 J'l 1時まれの者で|

や般を!詰!わない。

ll15手!l31王手 4}j 2白から昭和総然4刃2日生まれで?火主21yi! I ~~:~::::=:~ 0: ': ~::.': ~.J"~ -n<"h，-r-， J J -' ~ ~ d-1 ~ ， J'.;r. I 
自動ヰ王手色Z守を1Tする者。 I

V採思議穣・受験資格

若干名

名手掛
端

す
で
に
下
水
道
が
市
加
え
る
区
域

の
方
で
、
ま
だ
下
水
滋
に
接
続
し

て
い
な
い
ガ
は
、
一
日
も
B
T
く
切

替
工
務
会
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

し
ま
す
。

水
洗
便
所
改
造
資
金

貸
住
制
度
を
改
正

く
み
取
り
袋
一
併
や
静
化
捕
を
取

り
壊
し
、
公
共
下
水
道
に
一
日
も

早
く
接
税
し
て
も
ら
え
る
よ
、
っ
、

市
で
は
改
造
資
金
の
無
利
子
貸
付

会
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
貸
付
制

撹
が
4
月
1
尽
か
お
り
満
鞭
の
よ
う

閥
均
・
女

.1;:: 

l名

MJ 

去最

1:.t 

1名

l:.t 

主主

2華

戦

年寄

保

子

，-------一一一一一刊一一一一一一吋…刊日婦4・一一一一一一一一一一1

!轟響調鎗議事錯し
j 総瞥細腰議選挙醤驚騒誠建勤評格審鞭 ! 

; 日時 8丹3詰(土)午後 7持から 8時30分 i 
(罰夫、荒支持拡 4日または17臼)

i場蹄手賀沼公器話題辺 j 
/ '争

;iEお護突堤 Z今二三j4L P、; 
3 ~、ら説会沼込与が《主主\!1Eせ錯司令雨空た /r¥¥

りしな閲郎丁
は τ まどイ筏合 、手 1 ， 

T行制ナ詳し部技焚 ¥ I 
鶴 ! 卒 。 絡 ま で 掠 沼 ]1 
エ本 はす手子浄¥I 
観品 次九賀市化 l'
光宗号 2f沼、の'
談iさ!; 輸c-J"ミ 1己キ自 19M

手3盤一

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

法
正
Mm…
は
、
貸
付
限
度
額
の
引

急
上
げ
、
返
済
月
数
の
誌
停
で
、
さ

ら
に
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
」
希
一
日
胤
の
ガ
は
、
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
い
る
水
道
局
の
水
滋
料
金
が
、

結
月
徴
収
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
下
水
道
料
金
も
持
月
の
徴
収

に
な
り
ま
し
た
。
井
戸
水
を
使
っ

て
い
る
方
も
同
様
で
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
井
戸
水
使
用
の
水
最
詳

定
は
、
ー
人
当
た
り
1
か
月
6
立

方
討
で
す
。
家
族
の
構
成
人
数
が

変

わ

っ

た

時

は

、

へ

ご

遥
絡
く
だ
ぢ
い
。

下
水
道
料
金
が

毎

月

叡

収

巳

下
水
滋
料
金
の
激
的
仏
を
強
間
し

師
免
・
女

用
出
・
女

女

摺
刀
・
女

l:.t 

達三子名

3:.t 

l:.t 

2名

2:.t 

遊学者実記長τt

5ミ

事会主主総渓長

• El ~坊戦滋転手

王寺

:!: 

主主総ま笠通事長

E方

古き

保

械
情
一
技

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

l:.t 

対機イ史未草2ゑ 支十反系色用のょι会公的、ア



7 . 16 (2) 一一、=((). 6急 1991. 

い
よ
い
よ
夏
で
す
。
我
捺
干
の
夏
を
彩
る
伝
統

あ
る
八
護
神
社
の
祭
礼
と
潟
北
地
阪
最
大
の
湖

北
摂
り
が
、

7
月
初
日
(
土
〉
、
幻
日
(
日
)
の

2
日

聞
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
衰
の
ひ
と
時
ご
家

族
で
お
識
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
祭
り
に
と
も

な
い
、
次
の
ど
お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
鱗
い
し
ま
す
。
れ
れ
我
孫
子
轡
療
器
H

V
家
再
選
行
止
め

。
7
月
間
毘
(
土
)
@
1
舎
な
ナ
賀
部

公
間
通
り
)
正
午
か
ら
午
後
日
待

。
7
閥
均
れ
段
〈
口
同
)
G
i母
(
争
資

部
公
開
州
連
り
)
・
怨
i
G
〈
駅
前
通

り

)
-
e
i骨
〈
香
取
麗
旅
館
前

i
鈴
木
版
本
居
前
)
や
務
9
時
部

分
か
ら
午
後
四
時
、
め
i
金
(
鈴
木

屋
本
居
間
i
泌
防
署
脇
交
差
点
)

八現神社祭さしの交通規制!

一位向一位向一一一一一一一一一一一一一==12===一一Z22出口一一一一一一一一一一一一一2222一一宮立一一==一一一四Z221泣口町一一一一一一一一一一一一=一一一一=一一一一一一時一一225m一一一一一説向一一一一一一一一一一一一一一一一=一一一一

財産の無償譲渡など
議案を可決

第 2田市議会定例会議決結果

8 
圏
構
財
滋
の
熊
機
譲
渡
市
有
総
物

会
純
一
位
譲
渡
す
る
た
め

圃
市
毅
員
定
数
議
樹
の
一
部
を
改

一
止
す
る
条
例
の
制
定
執
行
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め

軍
市
盟
牒
機
康
保
換
条
例
の
一
締

役
改
正
す
る
条
例
の
制
定
特
例
制

の
事
刷
出
な
く
間
民
鎗
康
保
険
税
を

滞
納
し
、
被
即
時
険
者
誌
の
返
迎
に

応
じ
な
い
秒
一
帯
主
へ
潜
料
め
規
定

を
設
け
る
た
め

瀬
市
営
住
喝
の
設
置
及
び
管
溜
に

関
す
る
操
倒
の
一
部
ee紘
一
止
す
る

条
例
の
制
制
定
市
営
住
宅
の
週
五

な
管
制
怖
を
浸
る
た
め
、

第809き

法
務
行
令
に
合
わ
せ
た
条
文
め
盤

怖
と
市
合
総
指
小
一
松
田
山
地
の
使
m
M

料
を
改
定
す
る
た
め

暗
部
市
道
路
線
の
総
斑
地
域
住
民

め
交
泊
め
能
に
供
す
る
た
め
、
新

た
に
市
辺
路
線
会
認
定
す
る
た
め

極
人
権
擁
織
接
関
向
犠
補
者
の
推
薦

人
権
擁
議
委
貝
候
補
者
に
椴
脱
す

る
た
め

悲
柄
引
氏
大
正

M
Z月
M

白

金

船

戸
2
の
9
の
沼

a
p
ざ
b
忽
ぷ
ろ
う

鬼
器
三
部
氏
大
ぷ

M
年
1
月
日

臼
生
総
孫
子
5
6
3
の
叩

お
ら
で

識
で
る
子
氏
昭
和
は
年
同
月
口

8
生

白

山

3
め

5
の
幻

正
午
か
ら
午
後
4
時
、
議
i
⑤

取
毘
旅
館
前
i
第
四
小
学
校
前
)

午
後
6
時
部
分
か
ら
7
時
部
分
、

午
後
7
時
mw
分
か
ら
8
時
印
分

。
た
だ
し
、
間
選
3
5
6号
締
め

一
部
と
釈
都
通
り
は
、
午
後
O
持

部
分
か
ら
2
時
初
分
ま
で
通
行
可

能
で
す
。

V

一
方
通
行

。

7
R引
日
〈
悶
M

〉器
1
9
(香
取

題
旅
銃
部
i
ゲ

l
ト
ポ

i
ル
場
前
)

午
前
9
時
お
分
か
ら
午
後
日
時

V
パ
ス
瀧
行

〈
賄
側
東
パ
ス
〉

0
7
湾
問
臼
(
土
〉
午
前
日
時
お
分

以
降
の
市
役
所
経
患
は
す
べ
て
第

…
小
続
出
。
そ
の
他
同
時
過
門
的
迎
行

。
7
同
月
別
抑
制
〈
際
)
午
前
9
待
部
分

以
肱
仰
の
税
捺
子
駅
発
摺
は
怒
休

し
、
午
前
9
時
ま
で
の
市
役
所
経

由
は
第
一
小
続
出
と
な
り
ま
す
。

法
た
、
午
前
9
時
以
肱
仰
の
税
判
知

子
訳
行
き
は
、
東
税
撚
…
十
本
庫
止

ま
り
と
な
り
ま
す
。

〈
関
東
鉄
瀦
パ
ス
〉

G
7月
却
日
(
士
一
〉
璃
常
現
一
行

0
7
汚
引
関
〈
悶
)
午
前
9
時
部
分

V
率
一
偶
趨
一
付
止
め

。
7
月
刊
山
口
同
(
土
)
・
れ
出
M
(

臼
)

e
i
@
i
O午
後
4
時
か
ら
問
時

v
g転
車
駐
輪
場
四
日
〈
会
)
よ

り
忠
一
紅
一
本
は
、
?
イ
ン
鱗
2
殻
旗

揚
め
仮
設
駐
輪
場
へ
駐
車
し
て
く

之市

民民

男ブ
8φI 1， I 
?士!ジル 1

B 8 ¥一一一一/

V
時
間
①
午
前
9
時
か
ら
日
時

争
正
午
か
ら
午
後
2
時
窃
午
後
2

消
防
団
操
法
大
会
結
果
一

第

2
分

間

叩

第
3
分
団

』
F

優
勝
し
た
郵
2
八万毘

6
同月おロ
u
(
臼
)

孫
子
事
業
場
駐
車
場
で
、
中
市
内

問
訪
問
に
よ
る
潟
訪
練
法
大
会

が
一
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
め
と
お
り
で

V
小
型
ポ
ン
プ
の
部
穣
勝
:
・

第
2
分
間
、
議
後
勝
・
:
第
8
分

間
、
第
3
位
:
・
第
5
分
間

V
ポ
ン
プ
尚
尚
動
車
の
部
慣
勝

分
間
山
、
準
優
勝
i
第
四

第
3
位
・
・
・
濡
れ
分
間
出

N

払
悦
仰
の
我
張
子
駅
発
溜
は
、
鈴
木

塁
本
岩
前
発
殺
と
な
り
、
午
後
0

時
日
分
録
、

1
時
総
分
発
、
円
ノ
臼
件
付
時

分
発
は
運
休
と
な
り
ま
す
。

だ
さ
い
。

V
つ
つ
じ
殺
利
用
者
へ
犠
り
期

間
問
中
つ
つ
じ
悲
の
融
制
パ
ス
は
、

発
禁
が
湖
北
駅
務
口
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
運
行
時
間
間
に
袈
斑
は
お

り
ま
せ
ん
。

時
加
分
か
ら
4
時
加
分

(
1
臼
3

招
入
札
替
え
制
)
④
専
用
設
し
切

り
午
後
5
時
か
ら
7
納付

V
場
所
乎
佼
沼
公
国
内

V
料
金
子
供
(
中
学
生
含
む
)
山
山

内
、
大
人
1
0
0円
、
専
用
貸
し
明

り
6
0
0
0河

※
幼
児
及
び
小
学
生
は
、
高
校
生

以
上
の
方
が
問
郊
の
こ
と
。

※
市
民
ブ

I
ル
の
電
新
は
、
四
叫

(的山
)
0
3
0
0、
た
だ
し
期
間
中

小
学
校
プ
ー
ル

の

一

般

開

放

小
学
校
ブ

i
ル

の

お

開

放

V
利
用
で
品
ぜ
る
盟
体

P
T
A、

ス
尺

i
ツ
少
年
間
(
い
ず

1
1
9番
は
、
火
災
や

交
通
事
故
な
ど
の
緊
急
時

に
使
用
す
る
専
用
電
話
で

す。
と
こ
ろ
が
、
殺
近
は
緊

急
性
愛
無
視
し
た
と
忠
わ

hy
れ
る
い
た
ず
ら
や
間
鴻
い
、

♂
宅
購
混
縮
会
な
ど
の
電
話
が

多
く
な
っ
て
い
ま
十
。

1
1
9務
め
去
し
い
使

用
に
ど
協
力
を
お
願
い
し

UHun""""

泌
鈴
本
部
什

unuuHU

法
療
費
通
知
は
党
齢

的
抑
制
制
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
通
知
時
期
・
通
知
内
容

。
1
鶴
自
・
'
・
一
平
成
3
年
7
月
中

老
人
保
健
の

医
療
費
通
知
者
実
施

市
で
は
、
恋
人
医
療
費
の
絹
勾
(
平
成
2
字
詰
月
i
平
成
3

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
祭
、
日
年
2
月
給
撚
分
〉

嘆
か
ら
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

0
2慰
問
:
・
平
成
3
年
日
月
中

窓
線
合
臨
め
て
も
ら
う
た
め
、
句
(
平
成
3
年
4
・
5
月
斡
療

次
の
と
お
り
医
療
狩
場
知
を
行
分
)

い

ま

す

。

金

3
間
関
・
2
平
成
4
年
3
月
中

匂
(
平
成
3
年
8
・
9
月
診
療

分
)

※
現
知
市
内
容
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
潟
齢
者
描
祉
課
へ

「
小
学
授
ブ
ー
ル
J

っ
て
異
な
る
容
が
あ
り
ま
す
o

ctEEZλ-HY諮問
上
訪
日

V
定

員

各

校

3
名
(
一
般
開
設
校
を
明
記
し
、
押
印
中
づ
え
7
月

校
は
4
名
)
、
高
校
生
以
上
部
臼
〈
土
)
ま
で
に
我
孫
子
1
6
8

V
臼
額

S
6
0
0
円
(
ブ

i
ル

4
教
育
委
員
会
体
育
線
内
山
(
部
)
1

関
投
が
半
日
の
場
合
は
や
翻
〉

1
5
1
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
o

v勤
務
時
間
各
ブ

i
ル
の
開
放
な
お
各
校
と
も
零
細
畑
審
議
ゃ
っ

期
間
竺
午
前
8
持
お
分
か
ら
午
、
ぇ
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

後
5
時
。
た
だ
し
、
ブ

i
ル
に
よ
り
ま
す
。

税
務
署
の
窓
口
が

便
利
忠
な
り
ま
し
だ

7
月
初
日
か
ら
校
務
暑
の
窓
口
門
で
担
当
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

が

液

わ

り

ま

し

た

。

よ

り

便

利

む

な

り

ま

し

た

。

所
得
税
や
偶
人
は
部
る
潜
費
税
く
わ
し
い
い
尽
に
つ
い
て
は
、
柏

は
病
人
総
税
郎
内
、
法
人
税
や
仲
間
税
務
署
宮
(
柑
)
2
3
2
1
へ
間
い

人
に
謀
る
消
沈
税
は
法
人
組
税
部
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

苛
地
域
奈
通
安
九
万
全
ν

活
動

推
進
一
議
員
』
さ
れ
る
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j小野

....李主主菜子地域交通安会滋業主推進委員

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
制
度
は
、
道
路
交
通
法
の
…
部

設
立
に
伴
い
、
ー
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
市
内
で
誌
、
上
表
の
お
名
の
方

が
削
除
公
安
委
員
会
か
ら
換
機
会
受

け
ま
し
た
。

格
成
3
年
第
2
沼
市
機
会
定
制
会
が
、

E
同n
H
H

良
か
ら
お

日
ま
で
の
い
同
日
間
の
会
期
で
開
催
。
大
弁
市
識
が
述
べ
た
帯

数
…
般
報
僚
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
蕊
し
た
が
、
今
思
は
財

産
の
熊
償
譲
渡
な
ど
8
機
鍛
佐
々
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
欄
間
接
は

す
べ
て
原
聴
の
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る

滋
路
交
通
の
そ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
混
動
等
の
リ
ー
ダ

i
と

し
て
諮
勤
し
て
い
ま
す
。

V
照
い
合
わ
せ
機
孫
子
警
察
署

宮

(
m
M
)
0
1
1
0
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第 7殴鳥の博物館企閏展
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烏擦を開催の

i
v
烏
の
持
物
給
食
間

A

命
館
は
「
沖
縄
の
野
山
制
緩
」
を

闘
能
し
ま
す
。

沖
縄
は
、
日
本
の
品
以
南
織
に
位

按
ず
る
サ
ン
ゴ
織
に
翻
ま
れ
た
殺

か
い
島
々
。
甘
さ
ん
ご
存
知
の
イ

リ
オ
モ
テ
ヤ
γ
ネ
コ
、
ヤ
ン
バ
ル

ク
イ
ナ
の
放
郷
で
す
。
こ
れ
ら
の

品
々
は
、
学
続
的

域
で
す
。

し
か
生
息
し
て
い
な
い
純
(
隠
有

種
)
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
問
じ
械
類
の
動
物
で
も
、

島
ご
と
に
少
し
ず
つ
色
や
抑
ゆ
が
巡

っ
て
い
ま
す
。
ま
ゐ
で
生
物
の
進

化
め
災
験
場
め
よ
う
な
こ
の
ぬ
々

は
、
ダ

I
ウ
ィ
ン
め
進
化
論
が
生

ま
れ
た
場
所
に
ち
な
ん
で
「
東
洋

の
ガ
ラ
パ
ブ
と
も
時
ば
れ
て

1
V
 

夏

休

み

少

年

少

女

工

作

教

室

「
少
年
少
女
工
作
教
山
か
は
、
今

年
で
問
。
今
思
は
庄
…
設
の
門
口

を
行
い
ま
す
。

の
楽
し
い
思
い
出
の
ひ

ァド ( 
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大 j

tylj 
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「
枇
留
め
手
賀
沼
は
と
て
も
水
が

き

れ

い

で

明

憾

な

と

こ

ろ

( 3) 1991. 7 . 16 

今
思

こ
の
興
味
め
っ
き
な
い
地

域
心
憎
む
お
に
枝
問
し
、

九
州
以
北
で
は
悶
げ
ん
ら
札
な

い
ぬ
た
ち
の
は
く
製
の
展

治
は
、
…
け
ん
の
価
値
が
あ

り
ま
す
。

一
見
休
み
、
一
内
総
め
自
然

な
ぜ
ひ
ご
む
く
だ
さ
い
o

v期
間
制

7
月
初
日
〈
太
)

か
ら
お
月
日
日
(
日
)

V
場
所
お
の
博
物
館

V
問
い
合
わ
せ
烏
の
博

物
館
宮
(
部
)
2
2
1
2

訪
れ
、
水
に
税
し
み
な
が
ら
拠
?

寸
予
想
を
は

く
の
方
が
、
お

た
。
水
に
対
す
る
刑
判
心
が
潟
中
ぶ
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
」

さ
ん
。

こ

の

手

交

沼

の

初

代
所
長
。
ほ
市
め
殺
体
部
を
栓
て
、

昭
和
的
年
か
ら
環
境
部
に
異
動
。

湖
沼
や
…
河
川
の
水
質
鈴
化
、
保
全

日
務
め
、
特
は
字
削
以
沼
め
水
笠
浄

作
出
に
も
カ
ぞ
い
れ
て
き
た
。

大
気
汚
染
防
止
対
鍛
や

手翼活親水広場初代所長

に就イました

ぉ夫内英自
u

豊

と
こ
ま
を
花
瓶
や
人
形
づ
く
り
で

過
ご
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

[~~ょ;1

V
対

象

小

学

校

44
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で

V
募
築
人
員
別
名
(
先
苅
煩
)

V
お
加
雌
滅
工
人

1
0
0
0向

V
場
所
あ
ら
さ
凶
・
身
体
部
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

グ
々
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
在
籍
学
校
名
、
学
年
、
保

護
者
氏
名
お
よ
び
工
作
教
主
挙
加

希
滋
と
明
記
し
、
教
育
器
民
会
社

会
教
脊
謀
背
少
年
M

W

{
我
孫
子
1

6
8

盟

1
1
5
1
へ

も
っ
と大

事
お
こ
と

省
エ
ネ
・
持
資
源
化
が
科
ば
れ
例
え
ば
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は

1
日

て

久

し

く

な

り

ま

す

。

に

9
0
0万
錦
、
そ
の
た
め
の
木

市
で
は
牛
乳
パ
ッ
ク
令
含
む
資
が
」
時
間
M
6
0
0
0本
も
切
り
鶴
谷

線
密
設
が
軌
道
じ
の
っ
て
活
実
に
れ
て
い
ま
す
。
パ
ッ
ク
合
間
収
し

耐
火
脳
会
の
ば
し
て
い
ま
す
。
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

i
パ
l
U再
生

一
郎
、
大
手
ス

l
パ
i
で
も
ブ
し
て
も
、
パ
ッ
ク
を
作
り
続
け
て

ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
;
の
凶
以
が
仏
仰
い
く
以
上
、
こ
の
説
誌
は
か
わ
ら

め
ら
れ
た
り
と
、
社
会
全
体
で
リ
な
い
の
で
す
。

サ
イ
ク
ル
や
リ
フ
庁

i
ム
が
出
叫
ん
再
生
す
る
こ
と
も
大
都
で
す
が

に
な
り
つ
つ
あ
り
淡
す
。
災
援
な
資
淵
を
大
切
に
す
る
こ
と

そ
れ
総
体
は
一
つ
め
進
歩
で
す
は
も
っ
と
大
事
な
こ
と
で
す
。

が
、
時
域
を
探
認
す
る
と
い
匂
酪
・
ジ
ヰ
|
ス
・
牛
乳
・
し
よ
う

ぶ

か

ら

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

。

ゆ

パ

ッ

ク

容

器

に

な

っ

て

l構

市
で
は
、
現
議
市
内
に
生
怠
し

て
い
る
成
虫
や
管
よ
く
見
か
け
た

昆
滋
な
ど
、
昆
虫
に
隠
す
る
情
報

そ
器
薬
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
防
熱
の
婆
を
記
銭
と

し
て
桟
し
、
納
品
か
な
自
然
と
共
存

ナ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
も
の
で
自
然
環
境
調
査
の
資
料

と
な
り
ま
す
の

道
端
や
難
先
な
ど
で
地
践
を
は

い
、
ク
口

i
パ

i
め
よ
う
な
諜
を

広
げ
た
カ
タ
バ
ミ
は
よ
く
出
会
う
。

擁
は
…
…
…
枚
の
小
葉
か
ら
な
り
、

小
粥
は
ハ

i
ト
裂
を
し
て
い
て
、

抑
制
的
一
…
測
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に

ぬ
た
ぱ
み

見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
「
傍
食
」
の
匁

が
つ
け
ら
れ
た
。

議
は
日
脚
色
だ
が
、
議
が
赤
紫
色

の
も
の
を
ア
カ
カ
タ
パ
、
、
¥
締
山
内

し
ま
っ
た
咋
今
。
ピ
ン
い
し
、

わ
れ
や
す
い
な
ど
取
り
扱
い
が
煎

倒
か
も
し
れ
中
立
せ
ん
。

そ
こ
で
、
以
前
か
ら
統
け
ら
れ
、

外
語
か
ら
も
枝
問
制
さ
れ
て
い
る
ピ

ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
(
リ
タ

i
ナ
ブ

ル
H
H
洗
浄
し
ま
た
償
用
)
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
自
党
が
地
球
交

減
め
大
き
な
節
約
に
つ

⑧ ⑧⑧ ⑧  

昭
和
叫
年
以
怒
、

山
川
急
速
に
都
市
化
が
進
み
、
主
に

家
繕
か
ら
で
る
総
排
水
が
原
因
で

日
本
で
設
も
汚
れ
た
撚
拐
に
税
わ

っ
た
。か

つ
て
の
ヂ
狩
協
の
よ
う
な
匂

「
き
れ
い
な
水
を
取
り
廃
し
た

い
」
と
い
う
県
民
の
み
な
潟
、
ん
の

期
待
に
応
え
、
子
資
沼
の
溺
畔
に

待
援
の
や
究
部
総
水
広
場
が
、
県

災
め
闘
の

6
月
お
日
オ

i
ブ
ン
捻

当
日
は
、
閉
鎖
離
か
ら

1
0
0

人
以
上
の
方
が
放
び
、
初
日
の
入

場
者
数
は

6
7
8
9
入。

4
2
S
闘

は
あ
や
め
ま
つ

3
9
5
人
の

罷
「
こ
ん
な
珍
し
い
昆
虫
が
い

、
ー
普
こ
ん
な
昆
虫
が
い
た

t

と
い
う
よ
う
な
昆
虫
の
生
志
し

て
い
る
時
期
や
場
所
な
ど
昆
虫

に
関
す
る
情
報
で
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
な
も
の

T 
問
L、し、
.6.. 
<=ョ

オコ
せ

5討をヲバ雲A
Q

窓おため
(かた試み科)

色
の
も
の
を
ウ
ス
ア
カ
カ
タ
バ

ミ
と
い
う
。

花
は
紫
色
で
、
埼
札
た
臼
に

は
開
い
て
い
る
が
、
認
の
日
や

袋
り
の
自
記
は
閉
じ
た
ま
ま
ぞ

あ
る
。
抑
制
も
伎
に
な
る
と
折
り

た
た
み
、
問
地
問
紙
連
動
を
す
る
。

ま
た
、
繁
一
や
築
を
噛
ん
で
み

る
と
す
っ
ぱ
い
級
が
す
る
。

し
ゅ
う
占
内
叫
ん

w

}

れ
は
碍
酸
を
含
む
た
め
で
、

ス
イ
モ
ノ
グ
サ
と
呼
ぶ
地
方
あ

あ
る
。こ

の
孫
酸
の
擦
自
作
用
を
別
利

用
し
て
品
目
は
仏
具
な
ど
を
脆
い

た
と
い
う
。

キ
ぷ
ウ
リ
の
よ
う
な
形
の
来

ぅ

織
は
よ
烏
き
に
立
ち
、
熟
れ
る

と
裂
け
て
多
く

会
」
飛
ば
す
。

カ

た

ぱ

み

は

幹
線
一
阜
の
燥

午
さ
が
り

(文・

ち
に
楽
し
い

て
も
ら
う
た
め

で
、
「
お
だ
め
!

鳴
執
す
。
(
入
場
額
料
)

V
問
い
合
わ
せ
市

(剖

)
1
1
1
0

印「
j
M
J

刊誌

山
脈

μ
い
う
ふ
八
「

f

そ

e
g

内
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爵風機を琵う前lこ点横を
そるそう議風機が活躍する零

行いきましよう。~叡がま2較しない、

モータ…怒分ガ熱いなどの祭常後

援怒しだき究家使鶏宅ずると発鰭・発

火お恐れガあり念換でをす告で、異変

売窓等;こ揺談を。〈消総本部予防線〉

関節郡鍬務眼底
7再 181J'ら鶴持議行許可〈仮

ナンバー〉単調手数料ガ、 400円か

ら520円!こ改正されまし応。

炉問い合オっせ 市民課

|水稲の農薬空中鍛布l
b期日・場所 7舟20日〈ごた〉ぷj根

!l1恐い氷也、 7河218(日〉

沿い71<83
~時間 主宇都ヰ蒋30分から S時30

分〈濁天、強愚o場合は鱗延〉

韓併主主慾 *叡有佳滋7Jく邸内iこ立さき

入らないでください*滋符箆滋鱗

援の家主震は叡干行中押な鰐めでくだ

さい*洗滋物などは敏子行終了後!と

干してください事叡歩、汐霊祭ギン

グなどは十分注殺してください*

牽高等にかかっ疋らZすぐに洗霊祭し

てください

炉問い合わせ践政課指導{系

⑮⑧⑪⑧⑧  
。畏谷111真砂子様(ct竪〉から滋警察

衛祉の定めにと.l$iいすの害容趨があ

りまし定。

。令村塁塁之l11J様〈並木〉から社会議

役施設怒錆護主主{こと紫麗花祭りで

むマヲツクショーのu支益金3000fI:l

の寄惇ガdoりました。

一一、:=

し3まばら ちゅうたろう

競諜援太蕗〈ん
会・ 1歳 5か完〉

1991. 

一宮一ユ
一
控
訴
一
∞
億

一

一

「

吋

d
F
h
u

一
磐
田
一
慨
相

一阻一

m
t男
吉

一

安

同

一

関

員

ね

一

議

一

期

人

合

一
千
一
問
機
お

動除去3程 7湾238く火〉瀦北駅午前

S務部分出発、つくし努〈終点〉午

後 39等吟分3!lJ溺
動助率参加銭 無料〈昼食の時議事事り〉

炉連絡先索総括民生協新木セン

ターままく87)0811

反核・玄界初の火 1)レー
税獄子地臨ランナー

炉臼時 7悶26日〈金〉午後 T時

砂場所我孫子駅前出発

砂内容邸慰平和公盤iこ燃えるヰヱ

利の火後トーさヂ|こともし、県内を

ヌ怒り継ぎを売す。どなだでも参加可。

韓併渓絡先 ψ技部笠置く82)8502C夜〉

ZJ斗斗斗
堕喜朗へ見舞金i
ffi内在住の被爆者母方へ 1i5fI:l

の箆鐸金ガ支総されき買す。民o要

件をみ主さす方!法、市役所厚生言葉へ

遼絡のうえ 7侍31日訟でiと手続き

そしてくだささい。

b警護f牛 ①被爆脅健康手犠の:::Z;j寸

老若受けている方②7用 T目玉男注、

交通安全と公警防止のため

しないさせ縫い本主謀議f

表記孫子警警察翠

不正改造車排除運動3義雄中

康生課社会保炉問い合わせ

i天然酵缶を使つだ舗やさ
|パン講習会受講生

除日時 7月18日〈木〉午後 f時か

ら 3時30分〈干行使南近磯セシタ…〉

砂定員先着20名〈会鐙500丹〉

惨@し込み・問い合わせ 電話で

我孫子生活センター〈久寺家〉合

〈84)9970(午前切符~午後8鍔〉ヘ

;ウーマン・カレッジ i
;議議議運生i
'倍程 8尾21.28由、 91'弓4.11. 

句巴の 58題、q=脅さ10時部分から

午後2詩岳会〈先革委200名〉

砂会議 子葉累宵少年鰐人会費窓

砂対象県内在住・在勤の女性

惨申し込み・問い合わせ 8開12

臼(月〉までに受講申込書繋〈市厚生

諜!こ育り〉に記入のうえ、県紅会部

脅少年婦人課婦人政策室n0472

(23)2061へ
五嘉手詰民フィjレ管蕗楽闇
平成 3年度後援金金銭

詑践の音楽文化の発震;こ寄与す

る盤的で設立された f我孫子市民

フィル管弦楽E!L の活動を安援宅ず

る会員を募集しぎす。

俳写会焚 102000汚〈定鰐演奏

会などo揺待あり〉

~寧し込み・問い合わせ器村合

(84)6858、小倉台(82)0702

(()-d完

げ法律相後=ffi浅草8談窓9:∞から先務ね名程度
げつつじ主主休際

vi手当焚2長沼ヰ13~提m市民相談宣言10:00~15:00

ぐ..~主主性格綴口市民相談窓10・00-15:00
柳縫康相秘=つつl/~王竹 :OO~12:oo

qr税務相絞=ffi民棺談窓10:00-15:00(予約期U)

1;'，.~お喜罫穏t楽器禁事ffif主セシタ-9:30-1 1:30
V 少年の臼

22月

引 j閥幹市民機器:∞結党議活程度2;3火
吋腕銭安芸翁E伽市民栂5提言問:むト15:00
"，，).1)レコ…jレきま銀事実笈=天王台湾ii=al513:30-16:0024氷

市入者霊・行政綱鮫口市民相談鐙10:00-15:00
""7./<浴料会納入期限出獄金口~按聖書臼25木

<:r的役所関ff(ー磁の療設は除く〉

26愈

21 

w総長器穏E道開票きずち民センター?な号制4:∞
伊自提案さ話芸書慾=テレホシサービス v家庭のg
惜・然務総鱗搬B=紹絡線診務総数鍛〉忽恐-111お
伊芸1¥蕊ごと綴喜炎=あ佐支持:0ト 15:00
O'ffif延長窓幾重護体重霊 ずつつじ2主体宣言
w塁率O)j響幼童書徐重意

2([J)土

21@ 

ア
月
翻
翻

~連安全家族会議作文
皆さんの家庭や職場等で夜遅安

全について翠え、話し合つだ内容

や方法な作文lこしてください。

砂応募期間 9月初日〈金〉まで

砂服務区分 。Jj¥学校低学年の部

砂'N学桜中学年の部③小学校高学

年の怒命中学さたの部⑤由親・一般

の部

努応募方法・問い合わせ @小・中

学きた1o:400字詰競馬湾紙 3校以内

で、=r101ニ子代密区外線密2-2-17

皆本交遜議社協会受渡安全作文芸喜

怒係まま03(3255)208マヘ ②缶貌・

一般は400字詰療穏用紙 5枚以内

で、や100不代83区霞が関3-1-1

総務庁受通安全対策震災通安全作

文喜怒集係公03(3581>2872へ

l批援会第9[9]議会
炉包誇 8月ヰをきくをき〉午後 29等

b謬湾奇 よ新木袴年館〈入場無料〉

炉テーマ手踊認の水路汚濁のメ

カニズムと浄出方法

~講師 小林節子氏〈熊7Jく関係会

研究所、水質第二研興祭際〉

炉問い合わせ 際主跡公(88)2576

|仁白山斗 li7?BIL2
1 JfE 11~』山々1#1

l獄キャンプポラ万♂
7¥¥ランティ戸クjし…ブ fホット

ポットフココミリ-.Jでは燈慾践と

健常児合緯災涜キゃンブで手伝い

をしてくれる方。子供去さちと一緒

!こ参起してくれる方を努幾レさ受診。

炉実f.l8 7 F弓278(土)-28日〈自〉

砂場所 第栄号豆電辺く新木〉

ー惨事し込み・問い合わせ 社会議

祉協議会合(84)1539

平成3王手7月?自室電在 *世帯委主39，
人口121， 691人 莞61，071人女釦'，620人

建勢市役所本庁 85-1111 事市民諮番鑓本館84…刊10 湖北治

機つくし野支所 84-8801 分館87…3055 布佼分館89-131守
護警湖北台支所 88-0828 移動隠密鐙 87ω0909
豪華湖北支所 88-引竹 ぬ都市改造夢務所 85…1171
ゆ干行使交所 89-2358 必身体障害者福祉センタ… 88-01刷
機毅湾議員会 85-刊51 努あら苦言関 88-4188
器密水 道 局 84-0111 えつつ U 夜間一0123
題懇消 路 選出-0119 子生活主義綴隷(浄化熔)87“2379
惑通少年センター 84-1900 ゴミ)87-0015(し残〉郎-2547
議易保健センター 87-1131 ~.干行使需近縁センター 89…3740
要勢市民会館 84-33竹 "天王台化近隣センター 82-99邸
機中央公民館 82-05旬 、猿戸近隣センター 83-5363
線路の博物館 85-2212 ρ 市民センター努83…7722 滋兆

市 民体 湾館 87一竹55 台88-9927 符佼89-1193

砂部穏 7月27・28陸、 81'弓3・4・

10・竹 .17.18芭の 8臣、午蔀 9碍

から何時〈参加賀1000円〉

~会務・支援策 手間沼公園庭球場・

50'8、湖北台中央公闘庭球場・30名

〈初級クラスと中級クラス〉

惨隠し込み・問い合わせハガキ

「之住所、氏名、年齢、クラス問、電

錦慈怒、精強会場名を明記し、 7月

22白〈向、t.a，¥濁〉霊長で!こ我孫子1684

毅湾祭鑓会体湾諜合(85)1151ヘ

第 8窃臨毘文じ諜ち{e!'91i 

パ ー テ ィ ー ウ ヱ 戸 一 ・ |
ファッションショーの作自|

ル期日刊用24巴〈自〉

ル場所幕張メッセ間藤会議場

ル応募内容 8阿318(止、i当日南

強〉霊堂でに、窮屈!こコーディネイト

レ主主/てーティー掲の鍛造受をイラス

ト等で部霧く霧集要演はす百数奇委

b鰐し1合わせ富民文{乙祭手葵票

実行委策会米霊堂n0472(23) 2457 

C O 
花台・平行使分簡、中央1.ミ民舘、柏

そこごう、組滋慰霊室、取手とうぎゅ

っ

~([J)火;噌像機明開設祭9:0防鰭路程度
むJ.A.lcrつつじ2ま体重意

28舎lvg鱗祭儀zテレホンサービス
i時間繍締結口綿織鱗診療祭〈総会館内)9:o:r-11沼

29舟

宅:::明写-・..-...，... . ‘・ 4・
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[第Y回ヤングミュージック
フェスティパル

2聞にメジャーデピユーしだ

しAOIES ROOM をゲスド

に迎3之、市内のよりすぐりの3フ

マパンドそ癒えての開鰭です。

炉問符 8月号8日〈白〉午後?詩

ル入場料館料く整理券ガ必婆〉

妙援護券喜三千5場所 事実湾委員

会、市民会盤、中央公践鐙、布袋

-ヂち伎分譲

社会毅簿諜

診を3持 7持288(8)午後守詩か

ら 3きをくあらをさ磁〉

砂対象治学5年以よく先議20名〉

費用 ?人100符〈材料代〉

ー験官殺し込み・問い合わせ 電話で

あらさき鏑まま(88)4188ヘ

※空券悶はおなだめ名前ガ入りさ去す。

手関沼船よこ視察
相けん利用キャンペーン)

除日時 7阿31臼C7J<)午前10時か

ら正午、中央公民館会綴窓集合

炉内容 船によるさ手麹泡および題

辺の現状携嬢〈無料・先潜30名〉

炉室似し込み・問い合わせ 電話で

市畏生活課へ

!割前提りフドトjし大会i
b慾B 7舟288(窃〉鰐夫の喜怒合

S持 4E3(理若乃~111河111クラウンバ〉

砂穣自一 般 努 子 け チーム汚名

1以内〉、党議怖さヂーム

-参加俊 介チーム2000円

惨を伊し込み・問い合わせ往復ハ

ガキ!こチ…心名、代表者の住所、氏

名、怒翻絡を努後明記し、 7悶20日

(ごた〉若宮て?に湖北的手12巧佐藤雅教

まま(87)0135へ

l夏休み学童保育震児議l

護休みを安jりして過ごせるさ評議

保育室の見滋と指導療を務銭。

砂募集クラブ名 どんぐりクラブ

合 (88)01師、芝けのこクラブ合

(87)2474、ひまわりクラブ校(85)

1249、ひばりクラブまま(82)8030、た

んぽぽクラブ怨岳部3364、はやぶ

ささクラブまま(83)249守、つlefめクラ

ブまま(84)5779、ひかりクラブまま

(88)7544 

@ 
レニングラ…ド
少年少女合鵠堕コンサート

我孫子中学摂合唱団との奨し

い歓声をお楽しみくださ5い。

惨巴時 8月10臼〈土〉午後 3時

開場、 3時30分開演

砂入場料 Sfr詰2000向〈指定〉、

A湾1500円〈指定〉、 8開1000内
〈自由〉

争入場券発売所 平路霊祭閥、

ソオン楽器我孫子!阜、ブックス

スズキ、荒井懇話、笹川春光営、

あびこサ一己スセンタ…、レコ

ードd5つぷる、ポピ一、ffi祭会態

的禿8ひろガり、市民慰霊髪室窓議

砂期甥 7F事24日(7Jりから 8悶 4

日(8)午蹴10時から午後?時30分

決議所 ココピィホール〈イトーヨ

ーカド-3鰐〉

決鰐い合わ役 務ごとしよjとわたし綴

築餐祭余念054(254)約71

;3)11水
げj湾霊堂祭実き栂畿税市民穏談室10:∞-15:00
....e窓浅ま存会保険料納銅線=口座鍍醤臼
げ市長話器調幾重意休館通院関い合わせ


